
1 

 
感染症法における水痘の取扱いについて 

 
 
 

平成２６年６月 
厚生労働省健康局結核感染症課 

資料２ 



  
  

背景 

必要な対応案 

○ 水痘の重症例は、水痘に伴う軟部組織の感染症、脳炎、肺炎、肝炎等の合併症を有し、その多くは入院して治
療を受けていると考えられる。 

○ また、水痘の定期接種化の効果が最も顕著に表れるのは、重症水痘の減少であると推定される。したがって、
水痘の入院症例を全数届出対象に追加して、主として重症例の発生動向を把握することによりワクチン評価の
一つとしたい。なお、小児科定点からの報告も継続し、定点報告数の推移も評価の指標の一つとする。 

 

 ○ 今般、水痘、成人肺炎球菌について平成26年10月を目処に定期接種が実施される予定である。 
 

 ○ また、平成26年4月から施行された「予防接種基本計画」 の「第６ 予防接種の有効性及び安全性の向上に関
する施策を推進するための基本的事項」において、国は、科学的根拠に基づくデータを可能な限り収集し、感染
症発生動向調査による疾病の発生状況及び重篤度の評価、感染症流行予測調査による抗体保有状況の調査
並びにワクチンの国家検定による適正管理等を通じて、予防接種の有効性及び安全性の向上を図る、とされて
いる。そのため、水痘についても、定期接種の導入後における当該ワクチンの有効性及び安全性の評価のため、
水痘の発生状況及び重篤度の評価をする必要がある。 

○  現在、水痘は感染症法の５類感染症として位置づけられ、小児科定点からの届出対象疾病になっているが、重
篤度が高いと想定される水痘の入院症例かどうかは把握されていない。今後、ワクチン接種により、疾病の発生
動向は大きく変化することが想定されており、水痘についても、その動向を十分に把握できる体制を講じておく必
要がある。 
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水痘のサーベイランスの強化について 

論点 

○  水痘の発生動向調査において、これまでの小児科定点報告を継続しつつ、入院症
例の全数を把握することとしてはいかがか。【省令改正】          

 



 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

  
   

【変更前】 【変更後】 

水痘のサーベイランス変更案のイメージ 

水痘 水痘 

小児科定点把握 
 

（※水痘として届出） 
 

 

 

 入院患者を全数把握 
 

※水痘（入院例に限る）として届出 
 

 ・発熱や水痘に特有の発疹等から、 
  水痘と診断した患者のうち、 
 ・入院している症例届出対象とする 

  現状のまま 

水痘の 
入院患者を 
全数報告化 

小児科定点把握 
 

（※水痘として届出） 
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第６ 予防接種の有効性及び安全性の向上に関する  
   施策を推進するための基本的事項 

（参考）予防接種基本計画の概要 

○「予防接種・ワクチンで防げる疾病は予防すること」を基本
的な理念とすること。 
○予防接種の効果及びリスクについて、科学的根拠を基に比較
衡量する。 

国：定期接種の対象疾病等の決定及び普及啓発等。 
都道府県：関係機関等との連携及び保健所等の機能強化等。 
市町村：適正かつ効率的な予防接種の実施、健康被害の救済等。 
医療関係者：予防接種の実施、医学的管理等。 
製造販売業者：安全かつ有効なワクチンの研究開発、安定的な
供給等。 
被接種者及び保護者：正しい知識を持ち、自らの意思で接種す
ることについて十分認識・理解。 
その他（報道機関、教育関係者、各関係学会等）：予防接種の
効果及びリスクに関する普及啓発等。 

○当面の目標を「ワクチン・ギャップ」の解消、接種率の向上、
新たなワクチン開発、普及啓発等とする。 
○おたふくかぜ、Ｂ型肝炎及びロタウイルス感染症について、
検討した上で必要な措置を講じる。 
○予防接種基本計画は少なくとも５年毎に再検討。必要がある
ときは、変更。 

○ワクチンの価格に関する情報の提供。 
○健康被害救済制度については、客観的かつ中立的な審査を実
施。制度の周知等を実施。 
○接種記録については、母子健康手帳の活用を図る。国は、予
防接種台帳のデータ管理の普及及び活用について検討。 

○６つのワクチン（ＭＲワクチンを含む混合ワクチン、ＤＰＴ
－ＩＰＶを含む混合ワクチン、改良されたインフルエンザワク
チン、ノロウイルスワクチン、ＲＳウイルスワクチン及び帯状
疱疹ワクチン）を開発優先度の高いワクチンとする。 
○危機管理の観点から、ワクチンを国内で製造できる体制を整
備する必要。 

○科学的根拠に基づくデータを収集。有効性及び安全性を向上。 
○定期接種の副反応報告については、審議会において定期的に
評価、検討及び公表する仕組みを充実。 

○ＷＨＯ等との連携を強化。 
○諸外国の予防接種制度の動向等の把握に努める。 

○同時接種、接種間隔等について、分科会等で検討。 
○衛生部局以外の部局との連携を強化。 

4 

第２ 国、地方公共団体その他関係者の予防接種 
   に関する役割分担に関する事項 

第１ 予防接種に関する施策の総合的かつ計画的 
   な推進に関する基本的な方向 

第３ 予防接種に関する施策の総合的かつ計画的 
   な推進に係る目標に関する事項 

第４ 予防接種の適正な実施に関する施策を推進 
   するための基本的事項 

第５ 予防接種の研究開発の推進及びワクチンの供給の 
   確保に関する施策を推進するための基本的事項 

第７ 予防接種に関する国際的な連携に関する事項 

第８ その他予防接種に関する施策の総合的かつ 
   計画的な推進に関する重要事項 



感染症類型 感 染 症 名 等

１ 類 感 染 症 法 エボラ出血熱,クリミア・コンゴ出血熱,痘そう,南米出血熱,ペスト,マールブルグ病,ラッサ熱

２ 類 感 染 症 法 , ,重症急性呼吸器症候群（SARSコロナウイルスに限る）, ,鳥インフルエン急性灰白髄炎 ジフテリア 結核
ザ（病原体がインフルエンザウイルスＡ属インフルエンザＡウイルスであってその血清亜型がＨ５Ｎ１
であるものに限る。以下「鳥インフルエンザ（Ｈ５Ｎ１）」という。）

３ 類 感 染 症 法 腸管出血性大腸菌感染症,コレラ,細菌性赤痢,腸チフス,パラチフス

４ 類 感 染 症 法 Ｅ型肝炎,Ａ型肝炎,黄熱,Ｑ熱,狂犬病,炭疽,鳥インフルエンザ（鳥インフルエンザ（Ｈ５Ｎ１）を除く。）,ボツ
リヌス症,マラリア,野兎病

政令 ウエストナイル熱,エキノコックス症,オウム病,オムスク出血熱,回帰熱,キャサヌル森林病,コクシジオイデス症,サル痘,重症熱
性血小板減少症候群,腎症候性出血熱,西部ウマ脳炎,ダニ媒介脳炎,チクングニア熱,つつが虫病,デング熱,東部ウマ脳炎,
ニパウイルス感染症,日本紅斑熱, ,ハンタウイルス肺症候群,Ｂウイルス病,鼻疽,ブルセラ症,ベネズエラウマ脳炎,日本脳炎
ヘンドラウイルス感染症,発しんチフス,ライム病,リッサウイルス感染症,リフトバレー熱,類鼻疽,レジオネラ症,レプトスピラ症,
ロッキー山紅斑熱

５ 類 感 染 症 法 ,ウイルス性肝炎（Ｅ型肝炎及びＡ型肝インフルエンザ（鳥インフルエンザ及び新型インフルエンザ等感染症を除く。）
炎を除く。）,クリプトスポリジウム症,後天性免疫不全症候群,性器クラミジア感染症,梅毒, メチシリン耐性黄色ブドウ麻しん,
球菌感染症

省令 アメーバ赤痢,ＲＳウイルス感染症,咽頭結膜熱,Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎,感染性胃腸炎,急性出血性結膜炎,急性脳炎
（ウエストナイル脳炎、西部ウマ脳炎、ダニ媒介脳炎、東部ウマ脳炎、日本脳炎、ベネズエラウマ脳炎及びリフトバレー熱
を除く。）,クラミジア肺炎（オウム病を除く。）,クロイツフェルト・ヤコブ病,劇症型溶血性レンサ球菌感染症,細菌性髄膜炎（,

侵襲性インフル侵襲性インフルエンザ菌感染症,侵襲性髄膜炎菌感染症,侵襲性肺炎球菌感染症を除く。）,ジアルジア症,
,侵襲性髄膜炎菌感染症, , ,性器ヘルペスウイルス感染症,尖圭コンジローマ,エンザ菌感染症 侵襲性肺炎球菌感染症水痘

先天性風しん症候群,手足口病,伝染性紅斑,突発性発しん ,バンコマイシン耐性黄色ブドウ球菌感染症,バンコマイ,破傷風
シン耐性腸球菌感染症, ,ペニシリン耐性肺炎球菌感染症,へルパンギーナ,マイコプラズマ肺炎,無菌性髄膜百日咳,風しん
炎,薬剤耐性アシネトバクター感染症,薬剤耐性緑膿菌感染症,流行性角結膜炎流行性耳下腺炎,淋菌感染症,

新型インフル 法 新型インフルエンザ,再興型インフルエンザ
エ ン ザ 等
感 染 症

※ 下線の感染症は、定点把握対象疾患
※ 赤字の感染症は、定期接種対象疾患
※ 青字の感染症は、平成26年導入予定のワクチン接種対象疾患

（参考）現行の感染症サーベイランスの疾病分類 
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（参考） 指定届出機関（定点）における届出対象疾患について 

指定届出機関 届出の対象となる感染症名等 

小児科定点 
RSウイルス感染症、咽頭結膜炎、A群溶血性レンサ球菌咽頭炎、 

感染性胃腸炎、水痘、手足口病、伝染性紅斑、突発性発しん、百日咳、
ヘルパンギーナ、流行性耳下腺炎 

インフルエンザ定点 
インフルエンザ 
（鳥インフルエンザ及び新型インフルエンザ等感染症を除く。） 

眼科定点 急性出血性結膜炎、流行性角結膜炎 

性感染症定点 性器クラミジア感染症、性器ヘルペスウイルス感染症、尖圭コンジローマ、
淋菌感染症 

基幹定点 

インフルエンザ（鳥インフルエンザ及び新型インフルエンザ等感染症を除
くインフルエンザによる入院患者。）、クラミジア肺炎（オウム病を除く。）、 

細菌性髄膜炎（侵襲性インフルエンザ菌感染症、侵襲性髄膜炎菌感染症、
侵襲性肺炎球菌感染症を除く。）、ペニシリン耐性肺炎球菌感染症、 

マイコプラズマ肺炎、無菌性髄膜炎、メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染
症、薬剤耐性アシネトバクター感染症、薬剤耐性緑膿菌感染症、感染性
胃腸炎（病原体がロタウイルスであるものに限る。） 
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